
令和５年度やまぐち就農支援塾 課題解決研修 

パイプハウス建設実践技術研修実施要領 

 

１ 目的 

  園芸作物生産等の現場では、パイプハウスの骨材など栽培施設整備費が高騰しており、 

中古ハウスの移設整備や自家施工による経費節減を図ることが重要となっています。 

  このため、新規就農者や資質向上を希望する農業者等を対象に、パイプハウスの建設 

に必要な知識・技術を修得するための研修を行います。 

 

２ 開催日時 

(1) 開催日：令和 6年 2月 6日（火曜日）から 2月 9日（金曜日）まで 計 4日間  

 (2) 時 間：午前 9時 30分から午後 4時 00分まで 

※進捗状況や天候等の影響で、実施内容の変更・休講または研修期間を延長する場合があります。 

 

３ 開催場所 

  〒747-0004 防府市大字牟礼 10318番地  

  山口県農林総合技術センター農林業担い手支援部 農業研修館等 

（電話：0835-38-0510 FAX:0835-38-4115） 

 

４ 研修内容 

開 催 日 時 研 修 内 容 等 

１日目 

２月６日（火曜日) 

9時30分～16時 

・開講式 

・建設準備（マーク記入、その他） 

・測量、基準（レベル）出し、水糸張り（水盛・遣方） 

・アーチパイプの挿込み、連結 

・沈下防止パイプの設置 

２日目 

２月７日（水曜日） 

9時30分～16時 

・梁（肩、峰、中間）の設置 

・妻柱の設置 

・ドアの作成、ドアレールの取り付け 

３日目 

２月８日（木曜日） 

9時30分～16時 

・筋交いの取り付け 

・フィルム留め材（レール）の取り付け 

・フィルム張り（裾→妻→側面） 

・巻き上げ装置の設置 

・らせん杭の埋設と直管の取り付け 

４日目 

２月９日（金曜日） 

9時30分～16時 

・フィルム張り（天井） 

・ハウスバンドの取り付け 

・ハウスの解体 

・建設手順、部材、建設道具等について復習（講義） 

・総合質疑及び閉講式等 

 

 

 

 



５ 定員 

  10名程度（申し込み人数が少ない場合、中止とする場合があります） 

 

６ 受講料 

受講料は無料ですが、施設使用料 640円（160円/日×4日間）が必要です。 

また、傷害保険（1,000円程度）に加入していただきます。 

 

７ 申込み方法 

  別紙申込書に必要事項を記入の上、令和 6年 1月 19日（金曜日）までに、県農林総合

技術センター農林業担い手支援部（県立農業大学校）へ郵送、FAX または持参してくだ

さい。応募者多数の場合、先着順とします。 

  

８ 宿泊について 

  希望者は、当校の定める条件に該当すれば当校施設内での宿泊･食事（食事は宿泊者 

に限る）が可能です。 

 希望される場合は、研修申込書と併せて、食事･宿泊申込書及び承諾書に必要事項を記 

入の上、ご提出ください。 

※ ただし、当校の突発的な事情で宿泊できない場合もあることをご了承ください。 

 

９ その他 

(1) 作業のできる服装、防寒着、雨具、手袋、筆記用具等を持参してください。 

ヘルメットをお持ちの方は持参してください。 

  (2) 昼食については、各自ご準備ください。 

 (3) 新型コロナウイルスについては、十分な対策をとって参加願います。 

 

10 問い合わせ先 

〒747-0004 防府市大字牟礼10318番地 

   山口県農林総合技術センター農林業担い手支援部 

 社会人研修室 農業研修グループ 担当：篠原、中村 

  TEL (0835)38-0510 FAX (0835)38-4115 

    E-mail: a17212@pref.yamaguchi.lg.jp 

 

 


